
都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

表

題

内

容

見直し案

野田市都市計画マスタープラン素案

第4章　地XSI」構想

4－3　南部地区まちづくり構想

南部地区方針図

市

将

沿

N

凡　例

［：：：：］　市民の憩いの場となる緑地空間

［：コ　農地等と集落か共存する地域

E巫］佼良な農地を保全する地域

亡＝：］　仕環境の向上を図る地域

［：：：コ　ゆとりある住宅地を保全する地域

唖≡コ　地区住民の日常購買を満たす商業地

1巴二：：11緑豊かて良好なまちなみ景観を形成する地区

IElIIIIIIIIM　幹線道路言臼道間発誘導ソーン

一　広域幹線道路

一　幹線道路
一　補助幹線道路
＝■ヰ：：］cr　※武野田線　（複線化の促避｝

lt＝≡；頁丁・－t　；可川、調節池、　水路

　o　　｝ゆ或・文化拠点．

　■　　小・中学．校

　⑧　　公民館

　☆　　歴史文化資源

　☆　　自然宣源

　＊　　　駆を中心としたサーヒス拠点

　　　　　浸水対策地区

　　　　　1也区界

現　　行

野出市都市計画マスタープラン

第4章　地区卯購想

4－3　南部地区まちづくり構想

旧頁

66～67

南部地区方針図

凡　例

［：：：：コ　市民の憩いの場となる緑lh空間

［：：：：コ　農地等と集落か共存する地域

EIIIIIII］　簡良な農地を保全する地域

＝　1主環境の向上を図る地域

［：：：：コ　ゆとりある住宅地を保全する地域

一　地区住民の日常購買を満たす商業地

『二：二ニコ　緑讐かてR好なまちなみ｝＃：観を形成する地区

fir≡一一t－1

O
■

㊥

☆

☆

☆

広域幹線道路

幹綿道路

補助幹線i亘路

東武野田線随線化の促進）

河川、言周節i也、　水路

地域・文化拠点

小・中学校

公民館

歴史文化負源

自然亘源

訳を中心としたサーヒス拠点

埼匹区界

第4章一11

分類

修正

変更及び追加理由

・桜木地区の浸水対策地

区を追加

・ 市街化調整区域内の将

来十二地利用を誘導する

沿道を迫加

・t要地方道松戸野出線

の名称を市道lll崎野田

線に修．1ピ

担当課

都市計山’」果

ド水道課

修正　赤

追加　青

削　除　緑

55



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市言i画マスタープラン 旧頁

表題

第4章 地区別構想 第4章 地区別構想
分類 変更及び追加理由 担当課

4－4 北部地区まちづくり構想 4－4 北部地区まちづくり構想
68～69

1 ） 地区の現況 1） 地区の現況

北部地区は、川間駅南1則からL光台駅山側にかけて道路、公園などの都市基盤が整備されてお 北部地区は、川間駅南側を中心に〕首路、公園などの都市基盤が整備されており、 岩名一丁目、 修止 ． 七光台駅西土地区山整理 都市整備課
一． 　．一’ぶ、一

り、 岩名一丁目、岩名二丁口を始めとした良好な住宅地が形成されています， 岩名二丁目を始めとした良好な住宅地が形成されていると］口∴に，．．L光育肌1㌧〔〔那二赫 ・：⊆．‘㌧．⊥地 肖1｜除 事業の事業完rしたため

また、地区の西側には江戸川が細τ、江戸川河川敷運動広場が整備されています。 主要な道路 ［竺画呈鯉〕樹口苑ll画的なll砲咀1旅z咽．（山：⊆い三7七

と して、外郭環状道路となる都市言1画道路山崎吉春線が通っていま主 また、地区の西側には江戸川が流れ、江戸川河川敷運動広場が整備されています。 †要な道％

と して、外享「環状道路となる都市計画道路山崎占春線が通っていまポ

2） 地区の課題 2） 地区の課題

北部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。 北部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめま丸

○ 地区庄民の生活の中心となる七光台駅周辺、川聞駅周辺の利便性の向上 ○ 地区住民の生活のLl」心となる七光台馴司辺、川間馴司辺の利便1生の向上

○ 言1画的な都市基盤整備などにより創出された良好な環境を有する住宅地の維持・ 保全 ○ 計画的な都市基盤整備などにより創出された良好な環境を有する住宅地の維持・ 保全

○ 住丁混在（＊－io）の解消による生活環境の改善 ○ 住工混在（＊39）の解消による生活環境の改善 修正 ■ 用語追加による変更 都市計画課

○ 江戸川を始めとする自然環境の保全・活用とレクリエーション機能の強化 ○ 江戸川を始めとする白然環境の保全・活用とレクリエーション機能の強化

3） 地区の将来像 3） 地区の将来像

地区の現況や課題を踏まえ、北部地区のあるべき将メd象を次のとおり設定します。 地区の現況や課題を踏まえ、北部地区のあるべき将来像を次のとおり設定しま丸

～閑静な住宅地と身近な自然が調和した、 ～閑静な住宅地と身近な自然が調和した、

落ち着きのあるまち～ 落ち着きのあるまち～

4） まちづくりの基本目標 4） まちづくりの基本目標

内 北部地区の1翻豫を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本 北部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本

容 目標を以下のとおり設定します。 目標を以下のとおり設定します。

①七光台駅西n周辺に都市機能を集積し、多様な世代がふれあえる拠点つく りを目 ①七光台駅西U周辺に都市機能を集積し、多様な世代がふれあえる拠点つく りを目

指します 指します

②多様な世代が愛着と誇りを持って暮らせる、みどり豊かで落ち着きのあるまちづ ②多様な世代が愛着と誇りを持って暮らせる、みどり豊かで落ち着きのあるまちづ

くりを目指します くりを目指します

③庄工混在地区の4話環境を改善し、快適で健やかなまちづくりを目指します ③住工混在地区の生活環境を改善し、快適で健やかなまちづくりを目指します

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

修正1赤
追加：青

削　除；緑
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）1

見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市言1画マスタープラン 旧頁

担当課表
第4章地区別構想 第4章地区呂｜購想

分類 変更及び追加理由

題 70～71
4－4　北部地区まちづくり構想 4－4　北部地区まちづくり構想

5）まちづくりの方針 5）まちづくりの方針

北部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しますc 北部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しますb

〇七光台駅西口周辺は、駐輪場の整備や商業サービス機能の充実により、多様な世代がふれあえ 〇七光台駅西口周辺は、駐輪場の整備や商業サービス機能の充実により、多様な世代がふれあえ

る空間形成を図ります。 る空間形成を図りますc

〇七光台駅東側は、周辺の自然環境と調和したまちづくりの必要性にっいて検討しま丸 〇七光台駅東側は、周辺の自然環境と調和したまちづくりの必要性について検討しま七

O川間駅を中心とした、落ち着きのある街並みと調和した商業サービス機能の強化を図りま七 ○川間駅を中心とした、落ち着きのある街並みと調和した商業サービス機能の強化を図りま洗

○既存のゆとりある住宅地は、良好な住環境の保全に努めるとともに、自然環境と調和した街並 ○既存のゆとりある住宅地は、良好な住環境の保全に努めるとともに、自然環境と調和した街並

み形成などにより、より質の高い空間形成を図りますc み形成などにより、より質の高い空間形成を図ります。

○江戸川の自然環境の保全を図るとともに、地域のスポーツ拠点として江戸川河川敷の運動広場 ○江戸川の自然環境の保全を図るとともに、地域のスポーツ拠点として江戸川測ll敷の運動広場

の機能充実を図ります二 の機能充実を図りま丸

○住宅と工場の混在している地区は、工場敷地内の緑化及び既存工業地への工場移転などを促進 ○住宅と工場の混在している地区は、工場敷地内の緑化及び既存工業地への工場移転などを促進

内容

し、居住環境の保全と公害防止に努めま丸 し、居住環境の保全と公害防止に努めま七

第4章一13
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

表

題

内

容

見直し案

野田市都市計画マスターブラン素案

第4章　地区別構想

4－4　北部地区まちづくり構想

市

将

沿

凡　例

［：：：コ市民の憩いの場となる緑地空間

［：：：：］農地等と集落か共存する地域

［：：：：］　住環境の向上を図るt｜口或

［：：：：］ゆとりある住宅地を保全する地域

エ地区住民の日常購買を満たす商業地

［：：：：］工業と住宅の共生を図る地域

己：：：㌃　緑豊かて良好なまちなみ景観を形成する地区

■■■■■■■　広」或幹翰道路

一幹線道路
一捕助幹線道路
⊇【［コー肩東武腎田線（腹絞化の促進｝

くニニニ膓鉄道高架区間

1．．「這←＝．η河川、剖節池、水路

｜Ill｛1川川ll幹線道路沿道誘導ゾーン

O
＊

■

◎

o
☆

＊

地域・文化拠点

スポーツ・レクリエーション腿点

小・中学校

公民館

福祉施設

自然・歴史文化貢源

駅を中心としたサービス拠点

m’一’一 地区界

現　　行

野m市都市計画マスタープラン

第4章　地区力購想

4－4　北部地区まちづくり構想

10頁

70～71

凡　例

［：：：：］市民の憩いの場となる緑地空間

＝農地等と集落か共存する地域

［：：：：］住環境の向上を図る地戟

［：：：：コゆとりある住宅地を保全する地域

躍地区住民の日常購買を満たすー商業地

［：：：：コ　工業と住宅の共生を図る地域

，「二ニニニ㌃緑豊かて良好なまちなみ渋姐を形成する地区

■■■■■広域幹線道路

一幹線道路
一・補助幹線這路
⊇エ［：戸東武野田線け夏線化の促進）

く二二：》　鉄道高架区閤

卜三C－一」河川、調節池、水路

O
＊

■

③

O
☆

票

地域・文化拠点

スホーツ拠点

小・中学校

公民館

福祉施設

自然・歴史文化資源

駅を中心としたサービス拠点

一’－t一 地区界

第4章一14

分類

“g－　it：

変更及び追加理由

・ 市街化調整区域内の将来

土地利用を誘導する沿道

を追加

担当課

都市計画課

58



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

見直し案 現　行
野出市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁

変更及び追加理由表題

第4章地区別構想 第4章地区別構想
分類 担当課

72～73
4－5川間地区まちづくり構想 4・－5 川間地区まちづくり構想

1） 　　　　　　　　　　　　　　　A地区の現況 1） 地区の現況

川間地区は、日の出町や尾崎台などの一部の市街化区域（＊川を除き、地区の大部分が市街 川間地区は、Hの出町や尾崎台などの一部の市街化区域（」’［［））を除き、地区の大部分が市街 修止 ・ 用語追加による変更 都市計画課

化調整区域（＊42）となっており、地区東「則に利根川、西側に江戸川が流れ、く り堀川やはきだ
1ヒ調整区域（＊」Dとなっており、地区東倶llに利根川、西側に江戸川が流れ、く　　　　　幽一

り堀川やはきだ

し沼などの白然資源が存在し、小lLI、船形地区には大規模な優良農地が広がるなど、 砦かな白然 し沼などの自然資源が存在し、小山、船形地区には大規模な優良農地が広がるなど、 豊かな自然

環境に囲まれています。また、中里丁業団地が形成さノi∫るとともに泉地区には術画」匝設などが立 環境に囲まれていま仁また、中里工業団地、船形地区の産料1ゴ地が立地し、農・ 住・職の調和 修止 ・ 文言整理 都市計画課

地し、農・住・職の調和の取れた地区で主 の取れた地区です。 ・ 字名変更による修正　．

†要な道路として、国道16号・を始め主要地方道結城野m線我孫了関宿線が通っており、 地 主要な道路として、国道16号を始め主要地方道結城野田線、我孫子関宿線が通っており、 地

域サービス核として、川間駅北口を叩心としたまちづくりが求められています。 域サービス核として、川間駅北口を中心としたまちづくりが求められています。　　　　　　　　　．

2） 地区の課題 2） 地区の課題

川間地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめま先 川間地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。

○利根川や江戸川、はきだし沼などをはじめとした良好な白然環境の保全・活用とレクリエー ○ 利根川や江戸川、はきだし沼などをはじめとした良好な自然環境の保全・活用とレクリエー

ション機能の強化 ション機能の強化

○ 地区住民の生活の中心となる川間駅周辺の整備充実 ○ 地区住民の生活の中心となる川間駅周辺の整備充実

○ 川間駅北口周辺の商業地の形成など、地域の活性化に向けた拠点の形成 ○ 川間駅北口周辺の商業地の形成など、地域の活性化に向けた拠点の形成

○ 他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実 ○ 他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実

3） 地区の将来像 3） 地区の将来像

地区の現況や課題を踏まえ、川間地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。 地区の現況や課題を踏まえ、川間地区のあるべき将来像を次のとおり設定しま主

～豊かな田園、水辺環境と農・住・職が調和し、 ～豊かな田園、水辺環境と農・住・職が調和し、

内
新たな交流が育まれるまち～ 新たな交流が育まれるまち～

容
4） まちづくりの基本目標 4） まちづくりの基本目標

川間地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本目標 川間地区の］謝象を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本目標

を以下のとおり設定します。 を以下のとおり設定します。

①地域サービス核として、川間駅北口周辺に都市機能を集積し、利便性の高い拠点 ①地或サービス核として、川間駅北口周辺に都市機能を集積し、利便性の高い拠点

づくりを目指します づくりを目指します

②豊かな田園、水辺環境を保全し、水とみどりに囲まれたまちづくりを月指します ②豊かな田園、水辺環境を保全し、水とみどりに囲まれたまちづくりを目指します

③　自然環境に酉［癒した、地域活性化のための拠点づくりを目指します ③　自然環境に配慮した、地域活性化のための拠点づくりを口指します

修正：赤

追加：青

削　除1緑

第4章一15
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

見直し案 現　行
野田市都市計辿1マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン lH頁

表題

第4章地区別構想 第4章地区別構想
分類 変更及び湖r哩由 担当課

4－5　川間地区まちづくり構想 4－5　川間地区まちづくり構想
74～75

5）まちづくりの方針 5）まちづくりの方針

川間地区の基本目標を実現するための方針を以トのとおり示します。 川間地区の基本目標を実現するための方針を以．トのとおり示します、

リ」」剛IJ山！！iLμ：［，．．川！域：仁「．じ．弦，と、［、：諭ミ亘、ル！．刈側二鰍1！、．1挫・口1触挫ピ）！；ξ川ワ畑 1」irl除
・ H28年度末に北ll駅前広 道路建設課

広揚∴肋ll萌蜴力以瑚；［弛㍊！イ．醗〔1陸11：腿⊥㌻．工丁．．． 場の整備が完∫すること、

新総合計画にも記述して

○川間駅をlll心とした商業一リービス機能の強fヒにより、地域サービス核として地区住民の日常購 ○川間駅を中心とした商業サービス機能の強化により、地域サービス核として地区住民のH常購 いないため

買需要を満たす商業地の形成を図りま七 買需要を満たす商業地の形成を図ります。

○利根川及び江戸川の白然環境の保全を図ります。 ○利側ll及び江戸川の自然環境の保令を図りま丸

○利1到1以西に広がる田園風景や自然環境の積極的な保全を図りま仁 ○利側1以西に広がる田園風景や白然環境の積極的な保全を図ります。

○くり堀川やはきだし沼周辺の自然環境の保全・活用を図り、周辺環境と調和した、自然と親し ○くり堀川やはきだし沼周辺の白然環境の保全・活用を図り、周辺環境と調和した、 自然と親し

める親水整備を相進します三 める親水整備を推進します。

○地区中部に広がる未利用地は、地域の活性化を視野に入れた計画的上地利用について検討しま ○地区中部に広がる未利用地は、地域の活1生化を視野に入れた計画的土地利用について検討しま
す。 す。

O主要地方道我孫子関宿線と都市計画道路川崎吉春線を結び、外享1～環状道路を構成する市道船形 ○主要地方道我孫子関宿線と都市計画道路山崎占春線を結び、外郭環状道路を構成する市道船形

吉春線の整備を推進しま『仁、 吉春線の整備を推進しま九

内 ○地区内外のアクセス向上や、地域の活性化のため、主要地方道結城野田線、我孫子関宿線、都 ○地区内外のアクセス向上や、地域の活性化のため、主要地方道結城野出線、我孫子関宿線、 都

容
市計画道路尾崎中川線の整備など、交通機能の充実を図ります。 市計画道路尾崎中里線の整備など、交通機能の充実を図ります。

修正：赤

追加：青
一

削　除；緑
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表

題

内

容

見直し案

野田市都市計画マスタープラン素案

第4章　地区別構想

4－5　川間地区まちづくり構想

川間地区方針図

川1川川1川． 幹線道路沿道開発誘導ゾーン

tllll【ltlJllll既存工業団地連携誘導ゾーン

　　　　　非住居系開発誘導ゾーン

小・中学校

公民館

その他の公共施設

自然資源

駅を中心としたサービス拠点

〔＝コ：1ルフ場

一・一．一
　」也区界

現　　行

野田市・都市計画マスタープラン

第4章　　士也区呂ll酬

4－5　川間地区まちつく．り構想

旧．頁

74～75

川間地区方針図

凡　例

［＝：：コ市民の憩いの場となる緑地空間

［：：：：］農地等と集落か共存する地域

㎜憧良な農地を保全する地域
［：：：コ住環境の向上を図る地域

［：：：：］ゆとりある住宅地を保全する地域

■■■目■■地区住民の日常購買を溝たす商業地

一工業を主体とした地域

一広域幹線道路

一幹線道路
一補助幹線道路
＝工［＝仁コ東武野田線随線化の促進）

一河川、調節池、水路
■

●

o
☆

＊
．．’㌦

小・中学校

公民館

その他の公共施設

自然．資源

駅を中心としたサーヒス拠点

土地利用検討ゾーン

コルフ場

一・一・一 地区界

第4章一17

分類

修正

変更及び進珈理由

・ 市街化調整区域内の将

来上⊥也利用を誘導ナる沿

道及びエリアを追加

担当課

都市言極嚴

．修正　赤

追加　青

削除緑
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見直し案 現　行

表
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁

題
第4章 地区別構想 第4章 地区別構想

分類 変更及び追加理由 担当課

4－6 福田地区まちづくり構想 4－6 福田地区まちづくり構想
76～77

1 ） 地区の現況 1） 地区の現況

福田地区は、地区の大部分が市街化調整［×域となっており、市御也は梅郷団地の低層住宅が地 福m地区は、地区の大部分が市街化調整区域となっており、市街地は梅郷団地の低層住宅が地

区の中心部に形成されているとともに、地区東1則に利恨川、南側に利根運河が流れ．、 利根川河川 区の中心部に形成されているとともに、地区東「則に利恨川、南側に利根運河が流れ、 利恨川河川

敷には緑地と　体となったレクリエーションの拠点となる野田市スポーツ公園、また、 江川地区 敷には緑地と体となったレクリエーションの拠点となる野r「1市スポーツ公園が整備されてい 1旦加 ・ 総合計画との整合を図る みどりと水の
一

旦±、
一±物多｛玉性のシンボルであるコウノ1二］九り飼育施設［二うのとりの1山が整備されていま　　　　　　　　　　　　　　．一一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一

土す ため 圭ちつく り課
す。 主要な道路として、外郭環状道路となる都rh計画道路今上木断「醜ilが通っています。 また、 匡1

主要な道％として、外郭環状道路となる都市言1画道路今上木甥鰯｛が通っていまポ また、 国 道1 6号沿いに南部工業団地、野田］二業団地が形成されています。
道］ 6号沿いに南部⊥業団地、野田工業団地が形成されています。

2） 地区の課題 2） 地区の課題

福田地区の丁なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。 福m地区の丁なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。

○ 江川地区の周辺斜而林等の保全など票かな自然環境と調和した十地利用の展開 O 江川地区の周辺斜面林等の保全など豊かな自然環境と調和した土地利用の展開

○ 利椥llや緑地などを始めとした良好な白然環境の保全・活用と、野田市スポーツ公園の整備 ○ 利根川や緑地などを始めとした良好な白然環境の保全・活用と、野田市スポーツ公園の整備

によるレクリエーション機能の強化 によるレクリエーション機能の強化

○ 他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑1ヒに向けた道路の整備充実 ○ 他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実

○ 野m市こうのとりの里を活用した環境教育と、観光等地域活性化の展開 追加 ・ 総合計画との整合を図る みどりと水の

ため まちつく り課

3） 地区の将来像 3） 地区の将来像

内容 地区の現況や課題を踏まえ、福田地区のあるべき将来1象を次のとおり設定しま『仁 地区の現況や課題を踏まえ、福m地区のあるべき将来像を次のとおり設定しま仁

～水とみどりの豊かな自然環境の中で、 ～水とみどりの豊かな自然環境の中で、

人と自然との交流を育むまち～ 人と自然との交流を育むまち～

4） まちづくりの基本目標 4） まちづくりの基本目標

福田地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本 福田地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつく りの基本

目標を以ドのとおり設定しま七 目標を以下のとおり設定します。

①水とみどりの票かな自然環境を保全し、環境にやさしいまちづくりを目指します ①水とみどりの豊かな白然環境を保全し、環境にやさしいまちづくりを目指します

②優れた自然景観に配慮した、自然と共生するまちづくりを目指します ②優れた自然景観に配慮した、自然と共生するまちづくりを目指します

③良好な緑地空間を活用して、スポーツ・レクリエーションの拠・点づくりを目指し

　ます
③　良好な緑地空間を活用して、スポーツ・レクリエーションの拠点づくりを目指し

　ます
追加 ・総合計画との整合を図る みどりと水の

④　コウノトリをシンボルとLた生物多｛新1三の輌巨点モデル」匝区としての活用を目指 ため まちつく り課

Lま．・「

修正：赤

追加：青

削除；緑
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見直し案 現　行
野田市都市言画マスターブラン素案 野m市都市計画マスタープラン 旧頁

変更及び追加理由表題

第4章地区別構想 第4章地区別構想
分類 担当課

4－6　福田地区まちづくり構想 4－6　福m地区まちづくり構想
78～79

5）まちづくりの方針 5）まちづくりの方針

福田地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。 福田地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。

○‘ヒ物多1辰「レハ保千二L重要な里．ト岨山に部定されている，川地区をはじめ、野田市スポー一ツ公園 ○野田市スポーツ公園及び利根川・利根運河周辺に広がる告かな自然環境の積極的な保全を図り lL伽 ・総合計画との整介を図る みどりと水の

．一．．
一．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一及餅1」恨川・利根運河周辺｛こ広がる豊かな自然附寛の積極的な保全を図りま丸 ます。 ため まちづくり課

○農地や剛日環境などとの調和や白然景観に配慮しっつ、主要地方道我孫子関宿線の整備を促進 ○農地や河川環境などとの調和や白然景観に配慮しつつ、主要地方道我孫了・関宿線の整備を促進

します。 します。

○梅郷駅などへのアクセス強化や通過交通の排除を図るため、都市計画道路今上木野崎線の周辺 ○欄駅などへのアクセス強化や通過交通の排除を図るため、都市言1画道路今卜木嬰満線の1吉」辺

の自然環境に調和した整備を促進しま尤 の自然環境に調和した整備を促進します。

○江川地区では、市民農園やビオトープ（＊43）としての土1断1」用を図るなど自然環境1呆護に努 ○地区南迎では、市膿園やビオトープ（＊1ワ）としての上地利用を図るなど自然環境保護に努 修1卜 ・ 文言整理 みどりと水の
めます。 めます。 修正 ・ 用語追加による変更 まちつく り課

都市計画課

○スポーツ・レクリエーション機能の強化を図るため、野田市スポーツ公園の整備・充実を図り

　ます。

○スポーツ’レクリエーシ・綱能の強化姻るため・野肺スポーツ公園曜備’充実を図り

　ます。

Oレクリエーション機能の向上・充実を図るため、利閲ll沿いにサイクリング道路の活用を促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一 ○レクリエーション機能の向上・充実を図るため、利側ll沿いにサイクリング道路の整随を促進 修正 ・ 利樹llサイクリング道路 社会体育課

します三 しま尤 の整備はおおむね完了し

たため

C環境学習や観光資源とLて、野田市二うのとりのllLl力充実を図り圭す， 追加 ・総合計画との整合を図る みどりと水の

内容 ため まちつく り課

修正：赤

追加：青

削　除：緑

第4章一19
63



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

表

題

内

容

見直し案

野田市都市言樋iマスタープラン素案

第4章　地区別構想

4－6　福田地区まちづくり構想

細地区方針図 戸気’一二議＼，＼

　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　∵1．’1．　．N

を

凡例
［：＝コ市民のwaいのtmtなるξ趣空闘

［：：：：］農地等と集落か共存する地城

［巫］櫻良な農地を保全ガる地域

［：：：コ住環境の向上を図る地域

一工業を主体とした地域

■■■■■広概幹線道路

一幹線道路
一　補助幹線逼路

m－rv河川、調整池、水路

　　MMItlll“ll幹線道路沿道開発誘導ソーン

　　tlIIlI■nIlnI　既存工業団±也連↓匙言秀Xリゾーン

＊

■

●

O
O
☆

☆

スポーツ・レクリエーシ／’］ン拠点

小・中学校

公民揃

福祉刷設

その他の公共施設

歴更文化曹源

自然資源

［：＝ココルフng

－．＿◆＿　　地区界

現　　行

野田市都市計画マスタープラン

第4章　地区別構想

4－6　福田地区まちづくり構想

旧頁

78～79

凡　例

［：：：：］市民の憩いの場となる編地空間

［：：：：コ農地等と集落か共存する地域

旺］倥良な燈地を保全する地域

［＝コttifilf’の向上を図る1臓

一工業を主体とした地域 ＊

■

●

o
O
☆

☆

広域幹線道路

幹線道路

捕助轍蒙遺路

河川、詞盤池、水路

スホーツ拠点

小・中学校

公民館

嘔祉施設

その他の公共施設

雁史文イヒ臼f原

自然資源

［＝：ココル瑚
＿．一◆＿　　‘也区界

第4章一20

分類

修⊥E

変更及び追加理由

・市街化調整区」或内の将来

土地利用を誘導する沿道

及びエリアを追加

・ 白然資源（マーク）を追

加

担当課

都市計画課

みどりと水の

まちづくり課

修正　赤

追加　青

削　除　　緑
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見直し案 現　　行

野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁
表

題
第4章地区別構想 第4章 地区別構想

分類 変更及び追加理由 担当課

4－7　関宿北部地区まちづくり構想 4－7 関宿北部地区まちづくり構想
80～81

1） 地区の現況 1） 地区の現況

関宿北部地区は、主要地方道結城野田線、境杉戸線に沿って台町市f圭弛が形成され、 台町束地 関宿北部地区は、丁要地方道結城野田線、境杉ノー務とバイパス（都市計画道路台町元町線） に沿

区において上地区画整理事業により計画的な整備が実施されています。また、市街地の周辺は優 って台町市往地が形成され、台田陳地区において土地区画整理事業により計画的な整備が実施さ

良農地に囲まれ、農家集落がその外側に散在していま『む れていま七，また、市往弛の周辺は優良農地に囲まれ、農家集落がその外1則に散在しています。

本地区南側は、関宿Il．｜部地区の北1則に配置されている「関宿はやま丁業団地」に隣接していま 本地区南1則は、関宿中部地区の北側に配置されている「関宿はやま工業団地」に開妾していま

す． 七

2） 地区の課題 2） 地区の課題

関宿北部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。 関宿北部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめまポ

○　歴史的な資産の保全と調和した市街地整備 ○ 歴史的な資産の保全と調和した市往弛整備

○広域的なオープンスペースなどの十地利用 ○ 広域的なオープンスペースなどの士断1」用

○独自商圏の形成 ○ 独自商圏の形成

○主要地方道境杉戸線バイパス（都市言1画道路台田」元山1線）の早期完成による道路混雑の解消 ○ 主要地方道境杉戸線バイパス（都市計画道路台町元町線）の早期完成による道路混雑の解消

口 関宿落堀への環境用水導人による水質環境の改善 i旦力ri ・新規事業の位置付けのた 農政課

3） 地区の」練像 3） 地区の将来像

め

地区の現況や課題を踏まえ、関宿北部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。 地区の現況や課題を踏まえ、関宿北部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。

内

～歴史と潤いのある、 ～歴史と潤いのある、容
人にやさしいまち～ 人にやさしいまち～

4） まちづくりの基本目標 4） まちづくりの基本目標

関宿北部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、 まちつく りの 関宿北部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、 まちづくりの

基本U標を以下のとおり設定しま『れ 基本目標を以．ドのとおり設定します。

①県立関宿城博物館及び鈴木貫太郎記念館等の歴史的文化資産と調和した、 個性豊 ①県立関宿城博物館及び鈴木貫太郎記念館等の歴史的文化資産と調和した、 個性豊

かな魅力あるまちづくりを支える交通・歩行基盤の整ったまちを目指します かな魅力あるまちづくりを支える交通・歩行基盤の整ったまちを目指します

②地域の固有条件をいかしながら、新しい生活様式やコミュニティの活「生化によ ②地域の固有条件をいかしながら、新しい生活様式やコミュニティの活1生化によ

り、潤いのある豊かな生活ができるまちを目指します り、潤いのある豊かな生活ができるまちを目指します

③人・情報が出会い、様々な年齢層が交歓交流できるまちを円指し、市街地に隣接 ③人・情報が出会い、様々な年齢層が交歓交流できるまちを目指し、市f昂也に隣接

して計画的に整備される台田陳地区と一体酌なまちづくりとしてバリアフリー化 して計画的に整備される台町東地区と伽的なまちづくりとしてバリアフリー化

を促進し、だれもが安全で快適にrl常生活を営めるような住宅地の形成を図りま を促進し、だれもが安全でi央適に日常生活を営めるような住宅地の形成を図りま 修正：赤
す 寸

追加：青
一

一
削　除：緑
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見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁

表題

第4章地区別構想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　． 第4章地区別構想
分類 変更及び追加理由 担当課

4－7　関宿北部地区まちづくり構想 4－7　関宿北部地区まちづくり構想
82～83

5）ま’らづくりの方針

　関宿北部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。

○台町市街地内は道路・公園等の都市基盤の整備とともに、住環境の向ヒを図ります。

○河川沿いの農業集落及び県立関宿城博物館を環状に連絡し、かっ、台町市街地とを連絡する生

　活道路の整備により利使性の向上を図りま七

〇台町東地区の幹線道路沿道については、地区住民の日常購買需要を満たす商業地の形成と図る

5）まちづくりの方針

　関宿北部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しま℃

○台i肺1昂也内は道路・公1京1等の都市基盤の整備とともに、住環境の向トを図ります。

○河川沿いの農業集落及び県立関宿城1専物館を環状に連絡し、かつ、台町市往弛とを連絡する生

　活道路の整備により利便性の向上を図りまれ

○台町東地区の幹線道路沿道については、地区庄民の1－1常購買需要を満たす商業地の形成を図り

　ます。

○河川沿いに展開する一団の優良農地とその周辺の住宅集落の共生を図ります。

内容

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　とともにインターチ・［ンジの特「巳活かLた1土地の形成を図ります。　　　　　　，

○河川沿いに展開する団の優良農地とその周辺の住宅集落の共生を図ります。

○台町東十地区山醒≦理串・業の早期完r

O関宿落堀に環境用ノkを導入L、落堀の水質改善を進め、生態系の保全を図りま十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

、勘u

勘口

追加

・ 台町東地区の用途変更を

行ったため

・事業の早期完了が望まれ

るため

・新規事業の位置付けのた

め

次親事務所

次親事務所

農政課

修正：赤

追加：青

削除：緑
一1一
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表

題

内

容

見直し案

野田市都市計画マスタープラン素案

第4章　地区別構想

4－7　関宿北部地区．まちづくり構想

関宿北部地区方針図

市衡化調整区域

将来土地利用を

沿道及びエリア

1川川lll‘lll幹線道路沿道開発誘導ゾーン

　・｝7t　　観光商業整備誘導ゾーン

現　　行

野田市都市計画マスタープラン

第4章　地区別構想

4－7　関宿北部地区まちづくり構想

旧頁

82～83

関宿北部地区方針図

凡　例

　！
、・

［：：：：］市民の憩いの唱となる緑地空悶

［：：：：］農地等と集落が共存する地域

　ts！ぺ’　優良な農地を保全する地域

［：：：：］住線境の向上を図る地域

［：：：：コゆとりある住宅地を保全する地域

医：：コ■地区住民の日常蘭買を満たす商業地

「：：：：コ緑豊かで良好なまちなみ景観を形成する地区

一広域幹線道路

一幹線道路
一　；v）11、　調節；也、水路

　　　：’；’　　スホーツ拠点

　　■　　　小・中学校

　　●　　公民9it

　　☆　　歴史文化資源

一・一・一
地区界

第4章一23

頒

修正

変更及び追加理由

・用途地或等の変更に合せ

て「丁業と住宅の共存を図

る地域」を追加

・ 市街化調整区域内の将来

土地利用を誘導する沿道

及びエリアを追加

担当課

都市計画課

都市計画課

修正　赤

追加　青

削除　緑
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見直し案 現　行

表
野田市都市計画マスタープラン素案 野m市都市計画マスタープラン 旧頁

題
第4章地鴎11構想 第4章地区別構想

分類 変更及び勘［鯉由 担当課

4－8　関宿中部地区まちづくり構想 4－8　関宿中部地区まちづくり構想
84～85

1） 地区の現況 1） 地区の現況

関宿中部地区は、鎚、屯塩として主要地方道結城嬰r田線、我孫子関宿線、都市剖画萱路次木rL 関宿中部地区は、t要地方道結城野田線、我孫了関宿線があり、主要地方道結城野田線に沿っ i助1］ ・事業の甲期完了のため 次親事務所

・一．一血趣があり、主要地方道結城野出線に沿って宝珠花市街地の街並みが形成されており、その中 て宝珠花市街地の街並みが形成されており、その中心部の次木親野井地区は、十地区画整理事業 ll夕正

心部の次木親野井地区は、．け出区山酷理事業により壊「な住環境が形1元セされミいま’｜1 により言晒的な整備を実施Lてい良巾よち，，」児内些礎肥1捲凶鯉〃㌧漂旭！」1鰍斑：閑 1」il｜除 ・H23年8月に次木古布内 道路建設課

利根川沿いに優良農地があり、宝珠花市街地との間は、農家集落と農地が散在しています。 庁猷玄理〕ζ晒元：1］‖リ興欲礼！w淑にて1，い工．㍑ぱ［：1：！：こt． 線の整備が完了したため

次木親野井地区の東1則と市街地の北側に工業地域があり、関宿北部地区に隣接して上業専用地 利杣ll沿いに優良農地があり、宝珠花市街地との問は、農家集落と農地が散在しています。

域に指定された「関宿はやま工業団地」が配置されていま尤 次木親野井地区の東側と市往け也の北1則に工業地域があり、関宿北部地区に隣接してコ「業専用地

域に指定された「関宿はやま工業団地」が配置されています。

2） 地区の課題 2） 地区の課題

関宿中部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。 関宿中部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。

○　良好な居庄環境を保全するための・H断1」用の整序農地・緋也等の白然的Ll跡ll用が宅地化 ○　良好な居住環境を保全するための土地利用の整序、農地・緑地等の自然的十地利用が宅地化

されたことによる住宅・上場・倉庫等の混在型の十1断U用の解消 されたことによる庄宅・上場・倉庫等の混在型の土地利用の解消

○　関宿地域の中心的な商業業務地の形成 ○　関宿地或の中心的な商業業務地の形成

Ω．．迭杢規野丑：七則竺1山整理烹業の．巳旗コ 削除 ・ 平成28年10月に換地処
分、 整備が完了したため 次親事務所

○　住宅の密集化・住工混在化による火災対策、水防施設の整備等水防体制の強化、 排水不良地 ○　住宅の密集化・住丁混在化による火災対策、水防施設の整備等水防体制の強化、 排水不良地

区の改善を図るための河川改修・排水整備などの防災対策の強化 区の改弄を図るための河川改修・排水整備などの防災対策の強化

内 ○河川敷の広域的なオープンスペースの土上酬」用 ○河川敷の囚或的なオープンスペースの土地利用

容
3） 地区の将菊象 3） 地区の将来像

地区の現況や課題を踏まえ、関宿中部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。 地区の現況や課題を踏まえ、関宿巾部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。

～
関宿地或の顔づくりと商業・業務等の1

～関宿坦戴の顔づくりと商業・業務等の

都市施設が整う人にやさしいまち～ 都市施設が整う人にやさしいまち～

4） まちづくりの基本目標 4） まちづくりの基本日標

関宿llr部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、 まちつく りの 関宿中部地区例繍象を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、 まちつく りの

基本目標を以下のとおり設定します。 基本目標を以下のとおり設定します。

①関宿地域の顔として、関宿中央ターミナル・関宿支所周辺は、多様な都市機能が ①関宿地域の顔として、関宿中央ターミナル・関宿支回凋辺は、多様な都市機能が

集積する地域サービス核の形成として交辿基盤の整備により、多彩な人々を集客 集積する地域サービス核の形成として交通基盤の整備により、多彩な人々を集客

できる歩行空間をもつまちを口指します できる歩行空間をもっまちをU指します

②人・情報が出会い、様々な年餅漕によって交歓交流があり、これらによる厚みと ②人・情報が出会い、様々な年齢層によって交歓交流があり、これらによる厚みと

深みがある多様性をもつ複合的な生活のできるまちを口指します 深みがある多様性をもつ複合的な生活のできるまちを目指します 修正：赤

追加；青
③公園、河川及び農地等の水とみどりをいかしながら、やすらぎと潤いのあるまち ③公園、河川及び農地等の水とみどりをいかしながら、やすらぎと潤いのあるまち

・

を口指します を目指します 削除：緑
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見直し案 現　行
野出市都市計画マスターブラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁

表

題
第4章地区別構想 第4章地区別構想

分類 変更及び追加理由 担当課

4－8　関宿中部地区まちづくり構想 4－8　関宿中部地区まちづくり構想
86～87

5）まちづくりの方針 5）まちづくりの方針

関宿叩部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しま七 関宿中部地区の基本ト1標を実現するための方針を以ドのとおり示しまず，

○既成市街地の線的整備とともに、主要地方道我孫子関宿線の（仮称）東西連絡道路までの延伸 ○次玉鯉野北↓地1ス〕！胞劉！：墳：1；≒．合む．巳た既成市往池の線的整備とともに、主要地方道我孫了関 削除 ・平成28年10月に換地処 次親事務所
を構想します、 宿線の（仮称）東西連絡道路までの延1巾を構想します， 分、 整備が完了したため

○主要地方道結城野田線、我孫了関宿線の2本を南北方向への骨格幹線とし、（仮称）東西連絡 ○主要地方道結城野田線我孫了関宿線の2本を南北方向への骨格幹線とし、（仮称） 東西連絡

道路、都市計画道路次木占布内線の2本を東西方向の伺格幹線としま女この東西、南北の幹 道路、都市計画道路次木古イ1∫内線の2本を東西方向の骨格幹線としま丸この東西、 南北の幹

線を軸として、梯子状の幹線道路網を検討します。 線を軸として、梯子状の幹線道路網を検討します。

○宝珠花市御也と主要地方道我孫子関宿線との間の幹線道路に囲まれた範囲の二け断ll用につい ○宝珠花市街地と主要地方道我孫子関宿線との間の幹線道路に囲まれた範囲の土地利用につい

て、住工混在の解消や都市基盤の整備などを検討します。 て、住工混在の解消や都市基盤の整備などを検討します。

○関宿IlI部地区・関宿南部地区との連携・連絡をする生活幹線道路を検討しま主 ○関宿叩部地区・関宿南部地区との連携・連絡をする生活幹線道路を検討しま七

○河川沿いの優良農地については、田園風景を醸し出し、居住空間の潤いも演出することから、 ○河川沿いの優良農地については、田園風景を醸し出し、居住空間の潤いも演出することから、

調和した共存型を目指しまポ 調和した共存型を目指しま主

⊆腓水f浪地区の改善を図るため、雨水幹線、調整池等の整備を賄逃Lます． 追加 ・ 雨水幹線の阿部沼調整池 ド水道課

の都市計画決定し、整備を

内容

予定しているため

修正；赤

追加：青
一　削　除：緑　　　　　　」
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表

題

内

容

見直し案

野田市都市計画マスタープラン素案

第4章　　±也［窃r月酬

4－8　関宿中部地区まちづ．くり構想

関宿中部地区方針図

　街化調堅区域

将来土地利用を

沿道及びエリア

＿」∨

凡　例

［：＝：：］市民の憩いの場となる緑地空問

［：：：：］農地等と集落か共存する地域

E巫僅良な農地を保全する地域

［：：：：］住環境の向上を図る地域

［：：：：コゆとりある住宅地を保全する地域

匿重璽躯1掘の日常購買繍た甜業嶋
iii■■1工業を主体とした地域　　　　　　，

1巴：：：冨緑豊かて良好なまちなみ景観を形成する地区

■■■■■■広域幹線道路

1‘川ll川IM幹．線道路沿道開発誘迫ゾーン

ll‘Ill‘1‘川1■既存工業団地連携誘轡ゾーン

　己・’　　　　　非住居系開発誘源ソ．一ン
　n“

一幹線道路
一　補助幹線道路

一河川、調節池、水路
　　◎　　行政拠点

　　o　　　　▲也］或・文fヒ鯨

　　■　　小・中学校

　　●　　公民館

　　o　　福祉施設

　　O　　　その他の公共施設

　　☆　　　歴史文化資源

　t；：：・　　浸水対策地区

一・一・一 地区界

現　　行

野田市都市計画マスタープラン

第4章　地区別構想

4－8　関・宿中部地区まちづくり構想

旧頁

86～87

凡　例

［：：：：：コ市民の憩いの場となる緑地空間

［：：：：コ農地等と集落が共存する地域

E㎜優良な農地を保全する地域

［：：：コ住環境の向上を図る地域

［：：：：］ゆとりある住宅地を保全する地j或

口■地区住民の日常購買を満たす商業地域

一工業を主体とした地域

‘1：rニ＝．：緑豊かで良好なまちなみ景観を形成す．る地区

一広域．幹線道路

一幹線道路
一　補助幹線道路

一河川、調節池、水銘

◎
o
■

●

O
O
☆

行政腿点

地域・文化拠点、

小・中学校

公民館

楕］祉施設

その他の公共施設

亙史文1願源

±地利用検討ゾーン

治水対策甫点地区

一・一・一
　地区界

第4章一26

頒

1彦正

変更及び追加理由

・ 市街化調整区域内の将来

土地利用を誘導する沿道

及びエリアを勘n

担当課

都市計1画課

修正

追加
削　除

赤

青

緑
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）．

見直し案 現　行
野田市都市計画マスタープラン素案 野田’市都市計画マスタープラン 旧頁

分類 変更及び追加理由 担当課表
第4章地区別構想 第4章地区別構想

88～89題
4－9　関宿南部地区のまちづくり構想 4－9　関宿南部地区のまちづくり構想

1） 地区の現況 1） 地区の現況

関宿南部地区は、幹線道路として主要地方道結城野田線、我孫子関宿線、一般県道岩井関宿野 関宿南部地区は、幹線道路として主要地方道結城野田線、我孫子関宿線、一般県道岩井関宿野

田線があります。野田地域に隣接しているため、これらの主要地方道周辺に民間開発が散在し、 田線があります。野田地域に隣接しているため、これらの主要地方道周辺に民間開発が散在し、

農家集落と小規模な民間開発地と農地とが混在しています。 農家集落と小規模な民間開発地と農地とが混在しています。

本地区北側では、関宿中部地区と連担した地区を市街化区域に定めていますc 利根川、江戸川 本地区北側では、関宿中部地区と連担した地区を市街化区域に定めていま丸 利根川、 江戸川

河岸の一団の優良農地は、農用地区域となっていま七 河岸の．一団の優良農地は、農用地区域となっています。

2） 地区の課題 2） 地区の課題

関宿南部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。 関宿南部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめますb

○河川沿いの優良農地の保全と隣接する既存集落との調和 ○河川沿いの優良農地の保全と隣接する既存集落との調和

○　民間開発による都市基盤整備を欠いた住宅地の適正な±地利用 ○　民間開発による都市基盤整備を欠いた住宅地の適正な土地利用

○浸水被害解消のための雨水貯留施設・用排水路の整備、排水不良地区の改善を図るための河 ○浸水被害解消のための雨水貯留施設・用排水路の整備、排水不良地区の改善を図るための河

川改修・排水整備や自然災害などに対する防災対策 川改修・排水整備や自然災害などに対する防災対策

3） 地区の将来像 3） 地区の将来像

地区の現況や課題を踏まえ、関宿南部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。 地区の現況や課題を踏まえ、関宿南部地区のあるべき将来像を次のとおり設定しま仁

～歴史と自然を活用し、安心して ～歴史と自然を活用し、安心して

生活が営める人にやさしいまち～ 生活が営める人にやさしいまち～

内容

4） まちづくりの基本目標 4） まちづくりの基本目標

関宿南部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、 まちつく りの 関宿南部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、 まちづくりの

基本目標を以下のとおり設定します6 基本目標を以下のとおり設定します。

①阿部沼落堀沿いを中心とした治水対策を実施し、だれもが安心して生活できるま ①阿部沼落堀沿いを中心とした治水対策を実施し、だれもが安心して生活できるま

ちづくりを目指します ちづくりを目指します

②野田市関宿総合公園、向ノ内森林公園、河川及び水田等のみどり豊かな自然や、 ②野田市関宿総合公園、向ノ内森林公園、河川及び水田等のみどり豊かな自然や、

歴史をもっ社寺を有効に活用し、みどりを重視したまちづくりを目指します 歴史をもつ社寺を有効に活用し、みどりを重視したまちづくりを目指します

●

第4章一27
71



都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）1

見直し案 現　　行

野田市都市計画マスタープラン素案 野田市都市計画マスタープラン 旧頁
担当課表

第4章地区別構想 第4章地区別構想
分類 変更及び追加理由

題 90～91
4－9　関宿南部地区のまちづくり構想 4－9　関宿南部地区のまちづくり構想

5）まちづくりの方針 5）まちづくりの方針

関宿南部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。 関宿南部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します二

○宝珠花市街地と体系的な道路網の接続を関連付けるとともに、農地、緑地との調和を図り、環 ○宝珠花市街地と体系的な道路網の接続を関連付けるとともに、農地、緑地との調和を図り、環

境基盤の整備として農業的土地利用に整合する特徴的な居住区の形成を図ります。 境基盤の整備として農業的土地利用に整合する特徴的な居住区の形成を図ります。

○歩行者の安全性が確保され、生活の幹線道路となる主要地方道我孫子関宿線の整備を促進しま ○歩行者の安全性が確保され、生活の幹線道路となる主要地方道我孫子関宿線の整備を促進しま

す。 七

○河川沿いの優良農地については、田園風景を醸し出し、居住空間の潤いも演出することから、 O河川沿いの優良農地については、田園風景を醸し出し、居住空間の潤いも演出することから、

内容

調和した共存型を目指します6 調和した共存型を目指します6
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）

表

題

内

容

見直し案

野田市都市言「画マスタープラン素案

第4章　　J也区Y，［J構想、

4～9　関宿南部地区のまちづくり構想

関宿南部地区方針図

凡　例

［：：：コ市民の憩いの場となる緑地空間

［：：：：］農地等と集落か共存する地域

［≡≡］優良な農地を保全する地域

［：：：：コ住環境の向上を図る地域

一広域幹線道路
一　補助幹線道路

一河川、調節池、水路
　，1：　　スホー’ツ・レクリエーション拠点

　■　　小・中学披

　●　　公民館

　☆　　歴史文化資源

　、’、㍗・　　浸水対策地区

一ウー°一 　埴区界

現　　行

野田市都市言画マスタープラン

第4章地区男嚇想
4－9　関宿南部地区のまちづくり構想

旧頁

90～91

関宿南部地区方針図

凡　例

［：：＝：コ市民の憩いの場となる緑地空周

［：：：：］農地等と集落か共存する地域

［≡工S：こ］優良な農地を保全する］也域

［：：：コ住職境の向上を図る1也域

■■■■■■広域幹線道路

一補助幹線道路
一河ilk調節池、水路
　；：1：　　スホーツ拠点

　■　　小・中学校

　●　　公民館

　☆　　as史文化資源

　∵．箒　　治水対策垂点地区

一゜一゜－ 　1也区罫

第4章一29

分類 変更及び追加理由

変更なし
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都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）表題内容見直し案野田市都市計画マスタープラン素案第4章　地XSI」構想4−3　南部地区まちづくり構想南部地区方針図市将沿N凡　例［：：：：］　市民の憩いの場となる緑地空間［：コ　農地等と集落か共存する地域E巫］佼良な農地を保全する地域亡＝：］　仕環境の向上を図る地域［：：：コ　ゆとりある住宅地を保全する地域唖≡コ　地区住民の日常購買を満たす商業地1巴二：：11緑豊かて良好なまちなみ景観を形成する地区IElIIIIIIIIM　幹線道路言臼道間発誘導ソーン一　広域幹線道路一　幹線道路一　補助幹線道路＝■ヰ：：］cr　※武野田線　（複線化の促避｝lt＝≡；頁丁・−t　；可川、調節池、　水路　o　　｝ゆ或・文化拠点．　■　　小・中学．校　�G　　公民館　☆　　歴史文化資源　☆　　自然宣源　＊　　　駆を中心としたサーヒス拠点　　　　　浸水対策地区　　　　　1也区界現　　行野出市都市計画マスタープラン第4章　地区卯購想4−3　南部地区まちづくり構想旧頁66〜67南部地区方針図凡　例［：：：：コ　市民の憩いの場となる緑lh空間［：：：：コ　農地等と集落か共存する地域EIIIIIII］　簡良な農地を保全する地域＝　1主環境の向上を図る地域［：：：：コ　ゆとりある住宅地を保全する地域一　地区住民の日常購買を満たす商業地『二：二ニコ　緑讐かてR好なまちなみ｝＃：観を形成する地区fir≡一一t−1O■��☆☆☆広域幹線道路幹綿道路補助幹線i亘路東武野田線随線化の促進）河川、言周節i也、　水路地域・文化拠点小・中学校公民館歴史文化負源自然亘源訳を中心としたサーヒス拠点埼匹区界第4章一11分類修正変更及び追加理由・桜木地区の浸水対策地区を追加・市街化調整区域内の将来十二地利用を誘導する沿道を迫加・t要地方道松戸野出線の名称を市道lll崎野田線に修．1ピ担当課都市計山’」果ド水道課修正　赤追加　青削　除　緑55都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市言i画マスタープラン旧頁表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課4−4北部地区まちづくり構想4−4北部地区まちづくり構想68〜691）地区の現況1）地区の現況北部地区は、川間駅南1則からL光台駅山側にかけて道路、公園などの都市基盤が整備されてお北部地区は、川間駅南側を中心に〕首路、公園などの都市基盤が整備されており、岩名一丁目、修止．七光台駅西土地区山整理都市整備課一．　．一’ぶ、一り、岩名一丁目、岩名二丁口を始めとした良好な住宅地が形成されています，岩名二丁目を始めとした良好な住宅地が形成されていると］口∴に，．．L光育肌1�d〔〔那二赫・：⊆．‘�d．⊥地肖1｜除事業の事業完rしたためまた、地区の西側には江戸川が細τ、江戸川河川敷運動広場が整備されています。主要な道路［竺画呈鯉〕樹口苑ll画的なll砲咀1旅z咽．（山：⊆い三7七として、外郭環状道路となる都市言1画道路山崎吉春線が通っていま主また、地区の西側には江戸川が流れ、江戸川河川敷運動広場が整備されています。†要な道％として、外享「環状道路となる都市計画道路山崎占春線が通っていまポ2）地区の課題2）地区の課題北部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。北部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめま丸○地区庄民の生活の中心となる七光台駅周辺、川聞駅周辺の利便性の向上○地区住民の生活のLl」心となる七光台馴司辺、川間馴司辺の利便1生の向上○言1画的な都市基盤整備などにより創出された良好な環境を有する住宅地の維持・保全○計画的な都市基盤整備などにより創出された良好な環境を有する住宅地の維持・保全○住丁混在（＊−io）の解消による生活環境の改善○住工混在（＊39）の解消による生活環境の改善修正■用語追加による変更都市計画課○江戸川を始めとする自然環境の保全・活用とレクリエーション機能の強化○江戸川を始めとする白然環境の保全・活用とレクリエーション機能の強化3）地区の将来像3）地区の将来像地区の現況や課題を踏まえ、北部地区のあるべき将メd象を次のとおり設定します。地区の現況や課題を踏まえ、北部地区のあるべき将来像を次のとおり設定しま丸〜閑静な住宅地と身近な自然が調和した、〜閑静な住宅地と身近な自然が調和した、落ち着きのあるまち〜落ち着きのあるまち〜4）まちづくりの基本目標4）まちづくりの基本目標内北部地区の1翻豫を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本北部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本容目標を以下のとおり設定します。目標を以下のとおり設定します。�@七光台駅西n周辺に都市機能を集積し、多様な世代がふれあえる拠点つくりを目�@七光台駅西U周辺に都市機能を集積し、多様な世代がふれあえる拠点つくりを目指します指します�A多様な世代が愛着と誇りを持って暮らせる、みどり豊かで落ち着きのあるまちづ�A多様な世代が愛着と誇りを持って暮らせる、みどり豊かで落ち着きのあるまちづくりを目指しますくりを目指します�B庄工混在地区の4話環境を改善し、快適で健やかなまちづくりを目指します�B住工混在地区の生活環境を改善し、快適で健やかなまちづくりを目指します　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・修正1赤追加：青削　除；緑第4章一1256都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）1見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市言1画マスタープラン旧頁担当課表第4章地区別構想第4章地区呂｜購想分類変更及び追加理由題70〜714−4　北部地区まちづくり構想4−4　北部地区まちづくり構想5）まちづくりの方針5）まちづくりの方針北部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しますc北部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しますb〇七光台駅西口周辺は、駐輪場の整備や商業サービス機能の充実により、多様な世代がふれあえ〇七光台駅西口周辺は、駐輪場の整備や商業サービス機能の充実により、多様な世代がふれあえる空間形成を図ります。る空間形成を図りますc〇七光台駅東側は、周辺の自然環境と調和したまちづくりの必要性にっいて検討しま丸〇七光台駅東側は、周辺の自然環境と調和したまちづくりの必要性について検討しま七O川間駅を中心とした、落ち着きのある街並みと調和した商業サービス機能の強化を図りま七○川間駅を中心とした、落ち着きのある街並みと調和した商業サービス機能の強化を図りま洗○既存のゆとりある住宅地は、良好な住環境の保全に努めるとともに、自然環境と調和した街並○既存のゆとりある住宅地は、良好な住環境の保全に努めるとともに、自然環境と調和した街並み形成などにより、より質の高い空間形成を図りますcみ形成などにより、より質の高い空間形成を図ります。○江戸川の自然環境の保全を図るとともに、地域のスポーツ拠点として江戸川河川敷の運動広場○江戸川の自然環境の保全を図るとともに、地域のスポーツ拠点として江戸川測ll敷の運動広場の機能充実を図ります二の機能充実を図りま丸○住宅と工場の混在している地区は、工場敷地内の緑化及び既存工業地への工場移転などを促進○住宅と工場の混在している地区は、工場敷地内の緑化及び既存工業地への工場移転などを促進内容し、居住環境の保全と公害防止に努めま丸し、居住環境の保全と公害防止に努めま七第4章一1357都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）表題内容見直し案野田市都市計画マスターブラン素案第4章　地区別構想4−4　北部地区まちづくり構想市将沿凡　例［：：：コ市民の憩いの場となる緑地空間［：：：：］農地等と集落か共存する地域［：：：：］　住環境の向上を図るt｜口或［：：：：］ゆとりある住宅地を保全する地域エ地区住民の日常購買を満たす商業地［：：：：］工業と住宅の共生を図る地域己：：：�e　緑豊かて良好なまちなみ景観を形成する地区■■■■■■■　広」或幹翰道路一幹線道路一捕助幹線道路⊇【［コー肩東武腎田線（腹絞化の促進｝くニニニ膓鉄道高架区間1．．「這←＝．η河川、剖節池、水路｜Ill｛1川川ll幹線道路沿道誘導ゾーンO＊■◎o☆＊地域・文化拠点スポーツ・レクリエーション腿点小・中学校公民館福祉施設自然・歴史文化貢源駅を中心としたサービス拠点m’一’一地区界現　　行野m市都市計画マスタープラン第4章　地区力購想4−4　北部地区まちづくり構想10頁70〜71凡　例［：：：：］市民の憩いの場となる緑地空間＝農地等と集落か共存する地域［：：：：］住環境の向上を図る地戟［：：：：コゆとりある住宅地を保全する地域躍地区住民の日常購買を満たすー商業地［：：：：コ　工業と住宅の共生を図る地域，「二ニニニ�e緑豊かて良好なまちなみ渋姐を形成する地区■■■■■広域幹線道路一幹線道路一・補助幹線這路⊇エ［：戸東武野田線け夏線化の促進）く二二：》　鉄道高架区閤卜三C−一」河川、調節池、水路O＊■�BO☆票地域・文化拠点スホーツ拠点小・中学校公民館福祉施設自然・歴史文化資源駅を中心としたサービス拠点一’−t一地区界第4章一14分類“g−　it：変更及び追加理由・市街化調整区域内の将来土地利用を誘導する沿道を追加担当課都市計画課58都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行野出市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁変更及び追加理由表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類担当課72〜734−5川間地区まちづくり構想4・−5川間地区まちづくり構想1）　　　　　　　　　　　　　　　A地区の現況1）地区の現況川間地区は、日の出町や尾崎台などの一部の市街化区域（＊川を除き、地区の大部分が市街川間地区は、Hの出町や尾崎台などの一部の市街化区域（」’［［））を除き、地区の大部分が市街修止・用語追加による変更都市計画課化調整区域（＊42）となっており、地区東「則に利根川、西側に江戸川が流れ、くり堀川やはきだ1ヒ調整区域（＊」Dとなっており、地区東倶llに利根川、西側に江戸川が流れ、く　　　　　幽一り堀川やはきだし沼などの白然資源が存在し、小lLI、船形地区には大規模な優良農地が広がるなど、砦かな白然し沼などの自然資源が存在し、小山、船形地区には大規模な優良農地が広がるなど、豊かな自然環境に囲まれています。また、中里丁業団地が形成さノi∫るとともに泉地区には術画」匝設などが立環境に囲まれていま仁また、中里工業団地、船形地区の産料1ゴ地が立地し、農・住・職の調和修止・文言整理都市計画課地し、農・住・職の調和の取れた地区で主の取れた地区です。・字名変更による修正　．†要な道路として、国道16号・を始め主要地方道結城野m線我孫了関宿線が通っており、地主要な道路として、国道16号を始め主要地方道結城野田線、我孫子関宿線が通っており、地域サービス核として、川間駅北口を叩心としたまちづくりが求められています。域サービス核として、川間駅北口を中心としたまちづくりが求められています。　　　　　　　　　．2）地区の課題2）地区の課題川間地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめま先川間地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。○利根川や江戸川、はきだし沼などをはじめとした良好な白然環境の保全・活用とレクリエー○利根川や江戸川、はきだし沼などをはじめとした良好な自然環境の保全・活用とレクリエーション機能の強化ション機能の強化○地区住民の生活の中心となる川間駅周辺の整備充実○地区住民の生活の中心となる川間駅周辺の整備充実○川間駅北口周辺の商業地の形成など、地域の活性化に向けた拠点の形成○川間駅北口周辺の商業地の形成など、地域の活性化に向けた拠点の形成○他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実○他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実3）地区の将来像3）地区の将来像地区の現況や課題を踏まえ、川間地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。地区の現況や課題を踏まえ、川間地区のあるべき将来像を次のとおり設定しま主〜豊かな田園、水辺環境と農・住・職が調和し、〜豊かな田園、水辺環境と農・住・職が調和し、内新たな交流が育まれるまち〜新たな交流が育まれるまち〜容4）まちづくりの基本目標4）まちづくりの基本目標川間地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本目標川間地区の］謝象を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本目標を以下のとおり設定します。を以下のとおり設定します。�@地域サービス核として、川間駅北口周辺に都市機能を集積し、利便性の高い拠点�@地或サービス核として、川間駅北口周辺に都市機能を集積し、利便性の高い拠点づくりを目指しますづくりを目指します�A豊かな田園、水辺環境を保全し、水とみどりに囲まれたまちづくりを月指します�A豊かな田園、水辺環境を保全し、水とみどりに囲まれたまちづくりを目指します�B　自然環境に酉［癒した、地域活性化のための拠点づくりを目指します�B　自然環境に配慮した、地域活性化のための拠点づくりを口指します修正：赤追加：青削　除1緑第4章一1559都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行野田市都市計辿1マスタープラン素案野田市都市計画マスタープランlH頁表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び湖r哩由担当課4−5　川間地区まちづくり構想4−5　川間地区まちづくり構想74〜755）まちづくりの方針5）まちづくりの方針川間地区の基本目標を実現するための方針を以トのとおり示します。川間地区の基本目標を実現するための方針を以．トのとおり示します、リ」」剛IJ山！！iLμ：［，．．川！域：仁「．じ．弦，と、［、：諭ミ亘、ル！．刈側二鰍1！、．1挫・口1触挫ピ）！；ξ川ワ畑1」irl除・H28年度末に北ll駅前広道路建設課広揚∴肋ll萌蜴力以瑚；［弛�m！イ．醗〔1陸11：腿⊥�n．工丁．．．場の整備が完∫すること、新総合計画にも記述して○川間駅をlll心とした商業一リービス機能の強fヒにより、地域サービス核として地区住民の日常購○川間駅を中心とした商業サービス機能の強化により、地域サービス核として地区住民のH常購いないため買需要を満たす商業地の形成を図りま七買需要を満たす商業地の形成を図ります。○利根川及び江戸川の白然環境の保全を図ります。○利側ll及び江戸川の自然環境の保令を図りま丸○利1到1以西に広がる田園風景や自然環境の積極的な保全を図りま仁○利側1以西に広がる田園風景や白然環境の積極的な保全を図ります。○くり堀川やはきだし沼周辺の自然環境の保全・活用を図り、周辺環境と調和した、自然と親し○くり堀川やはきだし沼周辺の白然環境の保全・活用を図り、周辺環境と調和した、自然と親しめる親水整備を相進します三める親水整備を推進します。○地区中部に広がる未利用地は、地域の活性化を視野に入れた計画的上地利用について検討しま○地区中部に広がる未利用地は、地域の活1生化を視野に入れた計画的土地利用について検討します。す。O主要地方道我孫子関宿線と都市計画道路川崎吉春線を結び、外享1〜環状道路を構成する市道船形○主要地方道我孫子関宿線と都市計画道路山崎占春線を結び、外郭環状道路を構成する市道船形吉春線の整備を推進しま『仁、吉春線の整備を推進しま九内○地区内外のアクセス向上や、地域の活性化のため、主要地方道結城野田線、我孫子関宿線、都○地区内外のアクセス向上や、地域の活性化のため、主要地方道結城野出線、我孫子関宿線、都容市計画道路尾崎中川線の整備など、交通機能の充実を図ります。市計画道路尾崎中里線の整備など、交通機能の充実を図ります。修正：赤追加：青一削　除；緑第4章一1660都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）表題内容見直し案野田市都市計画マスタープラン素案第4章　地区別構想4−5　川間地区まちづくり構想川間地区方針図川1川川1川．幹線道路沿道開発誘導ゾーンtllll【ltlJllll既存工業団地連携誘導ゾーン　　　　　非住居系開発誘導ゾーン小・中学校公民館その他の公共施設自然資源駅を中心としたサービス拠点〔＝コ：1ルフ場一・一．一　」也区界現　　行野田市・都市計画マスタープラン第4章　　士也区呂ll酬4−5　川間地区まちつく．り構想旧．頁74〜75川間地区方針図凡　例［＝：：コ市民の憩いの場となる緑地空間［：：：：］農地等と集落か共存する地域�o憧良な農地を保全する地域［：：：コ住環境の向上を図る地域［：：：：］ゆとりある住宅地を保全する地域■■■目■■地区住民の日常購買を溝たす商業地一工業を主体とした地域一広域幹線道路一幹線道路一補助幹線道路＝工［＝仁コ東武野田線随線化の促進）一河川、調節池、水路■●o☆＊．．’�j小・中学校公民館その他の公共施設自然．資源駅を中心としたサーヒス拠点土地利用検討ゾーンコルフ場一・一・一地区界第4章一17分類修正変更及び進珈理由・市街化調整区域内の将来上⊥也利用を誘導ナる沿道及びエリアを追加担当課都市言極嚴．修正　赤追加　青削除緑61都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行表野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課4−6福田地区まちづくり構想4−6福田地区まちづくり構想76〜771）地区の現況1）地区の現況福田地区は、地区の大部分が市街化調整［×域となっており、市御也は梅郷団地の低層住宅が地福m地区は、地区の大部分が市街化調整区域となっており、市街地は梅郷団地の低層住宅が地区の中心部に形成されているとともに、地区東1則に利恨川、南側に利根運河が流れ．、利根川河川区の中心部に形成されているとともに、地区東「則に利恨川、南側に利根運河が流れ、利恨川河川敷には緑地と　体となったレクリエーションの拠点となる野田市スポーツ公園、また、江川地区敷には緑地と体となったレクリエーションの拠点となる野r「1市スポーツ公園が整備されてい1旦加・総合計画との整合を図るみどりと水の一旦±、一±物多｛玉性のシンボルであるコウノ1二］九り飼育施設［二うのとりの1山が整備されていま　　　　　　　　　　　　　　．一一．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一土すため圭ちつくり課す。主要な道路として、外郭環状道路となる都rh計画道路今上木断「醜ilが通っています。また、匡1主要な道％として、外郭環状道路となる都市言1画道路今上木甥鰯｛が通っていまポまた、国道16号沿いに南部工業団地、野田］二業団地が形成されています。道］6号沿いに南部⊥業団地、野田工業団地が形成されています。2）地区の課題2）地区の課題福田地区の丁なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。福m地区の丁なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。○江川地区の周辺斜而林等の保全など票かな自然環境と調和した十地利用の展開O江川地区の周辺斜面林等の保全など豊かな自然環境と調和した土地利用の展開○利椥llや緑地などを始めとした良好な白然環境の保全・活用と、野田市スポーツ公園の整備○利根川や緑地などを始めとした良好な白然環境の保全・活用と、野田市スポーツ公園の整備によるレクリエーション機能の強化によるレクリエーション機能の強化○他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑1ヒに向けた道路の整備充実○他地域との連携を強化するとともに、地区内での移動の円滑化に向けた道路の整備充実○野m市こうのとりの里を活用した環境教育と、観光等地域活性化の展開追加・総合計画との整合を図るみどりと水のためまちつくり課3）地区の将来像3）地区の将来像内容地区の現況や課題を踏まえ、福田地区のあるべき将来1象を次のとおり設定しま『仁地区の現況や課題を踏まえ、福m地区のあるべき将来像を次のとおり設定しま仁〜水とみどりの豊かな自然環境の中で、〜水とみどりの豊かな自然環境の中で、人と自然との交流を育むまち〜人と自然との交流を育むまち〜4）まちづくりの基本目標4）まちづくりの基本目標福田地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本福田地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本目標を以ドのとおり設定しま七目標を以下のとおり設定します。�@水とみどりの票かな自然環境を保全し、環境にやさしいまちづくりを目指します�@水とみどりの豊かな白然環境を保全し、環境にやさしいまちづくりを目指します�A優れた自然景観に配慮した、自然と共生するまちづくりを目指します�A優れた自然景観に配慮した、自然と共生するまちづくりを目指します�B良好な緑地空間を活用して、スポーツ・レクリエーションの拠・点づくりを目指し　ます�B　良好な緑地空間を活用して、スポーツ・レクリエーションの拠点づくりを目指し　ます追加・総合計画との整合を図るみどりと水の�C　コウノトリをシンボルとLた生物多｛新1三の輌巨点モデル」匝区としての活用を目指ためまちつくり課Lま．・「修正：赤追加：青削除；緑第4章一1862都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行野田市都市言画マスターブラン素案野m市都市計画マスタープラン旧頁変更及び追加理由表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類担当課4−6　福田地区まちづくり構想4−6　福m地区まちづくり構想78〜795）まちづくりの方針5）まちづくりの方針福田地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。福田地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。○‘ヒ物多1辰「レハ保千二L重要な里．ト岨山に部定されている，川地区をはじめ、野田市スポー一ツ公園○野田市スポーツ公園及び利根川・利根運河周辺に広がる告かな自然環境の積極的な保全を図りlL伽・総合計画との整介を図るみどりと水の．一．．一．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　一及餅1」恨川・利根運河周辺｛こ広がる豊かな自然附寛の積極的な保全を図りま丸ます。ためまちづくり課○農地や剛日環境などとの調和や白然景観に配慮しっつ、主要地方道我孫子関宿線の整備を促進○農地や河川環境などとの調和や白然景観に配慮しつつ、主要地方道我孫了・関宿線の整備を促進します。します。○梅郷駅などへのアクセス強化や通過交通の排除を図るため、都市計画道路今上木野崎線の周辺○欄駅などへのアクセス強化や通過交通の排除を図るため、都市言1画道路今卜木嬰満線の1吉」辺の自然環境に調和した整備を促進しま尤の自然環境に調和した整備を促進します。○江川地区では、市民農園やビオトープ（＊43）としての土1断1」用を図るなど自然環境1呆護に努○地区南迎では、市膿園やビオトープ（＊1ワ）としての上地利用を図るなど自然環境保護に努修1卜・文言整理みどりと水のめます。めます。修正・用語追加による変更まちつくり課都市計画課○スポーツ・レクリエーション機能の強化を図るため、野田市スポーツ公園の整備・充実を図り　ます。○スポーツ’レクリエーシ・綱能の強化姻るため・野肺スポーツ公園曜備’充実を図り　ます。Oレクリエーション機能の向上・充実を図るため、利閲ll沿いにサイクリング道路の活用を促進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一○レクリエーション機能の向上・充実を図るため、利側ll沿いにサイクリング道路の整随を促進修正・利樹llサイクリング道路社会体育課します三しま尤の整備はおおむね完了したためC環境学習や観光資源とLて、野田市二うのとりのllLl力充実を図り圭す，追加・総合計画との整合を図るみどりと水の内容ためまちつくり課修正：赤追加：青削　除：緑第4章一1963都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）表題内容見直し案野田市都市言樋iマスタープラン素案第4章　地区別構想4−6　福田地区まちづくり構想細地区方針図戸気’一二議＼，＼　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　∵1．’1．　．Nを凡例［：＝コ市民のwaいのtmtなるξ趣空闘［：：：：］農地等と集落か共存する地城［巫］櫻良な農地を保全ガる地域［：：：コ住環境の向上を図る地域一工業を主体とした地域■■■■■広概幹線道路一幹線道路一　補助幹線逼路m−rv河川、調整池、水路　　MMItlll“ll幹線道路沿道開発誘導ソーン　　tlIIlI■nIlnI　既存工業団±也連↓匙言秀Xリゾーン＊■●OO☆☆スポーツ・レクリエーシ／’］ン拠点小・中学校公民揃福祉刷設その他の公共施設歴更文化曹源自然資源［：＝ココルフng−．＿◆＿　　地区界現　　行野田市都市計画マスタープラン第4章　地区別構想4−6　福田地区まちづくり構想旧頁78〜79凡　例［：：：：］市民の憩いの場となる編地空間［：：：：コ農地等と集落か共存する地域旺］倥良な燈地を保全する地域［＝コttifilf’の向上を図る1臓一工業を主体とした地域＊■●oO☆☆広域幹線道路幹線道路捕助轍蒙遺路河川、詞盤池、水路スホーツ拠点小・中学校公民館嘔祉施設その他の公共施設雁史文イヒ臼f原自然資源［＝：ココル瑚＿．一◆＿　　‘也区界第4章一20分類修⊥E変更及び追加理由・市街化調整区」或内の将来土地利用を誘導する沿道及びエリアを追加・白然資源（マーク）を追加担当課都市計画課みどりと水のまちづくり課修正　赤追加　青削　除　　緑64都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課4−7　関宿北部地区まちづくり構想4−7関宿北部地区まちづくり構想80〜811）地区の現況1）地区の現況関宿北部地区は、主要地方道結城野田線、境杉戸線に沿って台町市f圭弛が形成され、台町束地関宿北部地区は、丁要地方道結城野田線、境杉ノー務とバイパス（都市計画道路台町元町線）に沿区において上地区画整理事業により計画的な整備が実施されています。また、市街地の周辺は優って台町市往地が形成され、台田陳地区において土地区画整理事業により計画的な整備が実施さ良農地に囲まれ、農家集落がその外側に散在していま『むれていま七，また、市往弛の周辺は優良農地に囲まれ、農家集落がその外1則に散在しています。本地区南側は、関宿Il．｜部地区の北1則に配置されている「関宿はやま丁業団地」に隣接していま本地区南1則は、関宿中部地区の北側に配置されている「関宿はやま工業団地」に開妾しています．七2）地区の課題2）地区の課題関宿北部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。関宿北部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめまポ○　歴史的な資産の保全と調和した市街地整備○歴史的な資産の保全と調和した市往弛整備○広域的なオープンスペースなどの十地利用○広域的なオープンスペースなどの士断1」用○独自商圏の形成○独自商圏の形成○主要地方道境杉戸線バイパス（都市言1画道路台田」元山1線）の早期完成による道路混雑の解消○主要地方道境杉戸線バイパス（都市計画道路台町元町線）の早期完成による道路混雑の解消口関宿落堀への環境用水導人による水質環境の改善i旦力ri・新規事業の位置付けのた農政課3）地区の」練像3）地区の将来像め地区の現況や課題を踏まえ、関宿北部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。地区の現況や課題を踏まえ、関宿北部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。内〜歴史と潤いのある、〜歴史と潤いのある、容人にやさしいまち〜人にやさしいまち〜4）まちづくりの基本目標4）まちづくりの基本目標関宿北部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの関宿北部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちづくりの基本U標を以下のとおり設定しま『れ基本目標を以．ドのとおり設定します。�@県立関宿城博物館及び鈴木貫太郎記念館等の歴史的文化資産と調和した、個性豊�@県立関宿城博物館及び鈴木貫太郎記念館等の歴史的文化資産と調和した、個性豊かな魅力あるまちづくりを支える交通・歩行基盤の整ったまちを目指しますかな魅力あるまちづくりを支える交通・歩行基盤の整ったまちを目指します�A地域の固有条件をいかしながら、新しい生活様式やコミュニティの活「生化によ�A地域の固有条件をいかしながら、新しい生活様式やコミュニティの活1生化により、潤いのある豊かな生活ができるまちを目指しますり、潤いのある豊かな生活ができるまちを目指します�B人・情報が出会い、様々な年齢層が交歓交流できるまちを円指し、市街地に隣接�B人・情報が出会い、様々な年齢層が交歓交流できるまちを目指し、市f昂也に隣接して計画的に整備される台田陳地区と一体酌なまちづくりとしてバリアフリー化して計画的に整備される台町東地区と伽的なまちづくりとしてバリアフリー化を促進し、だれもが安全で快適にrl常生活を営めるような住宅地の形成を図りまを促進し、だれもが安全でi央適に日常生活を営めるような住宅地の形成を図りま修正：赤す寸追加：青一一削　除：緑第4章一2165都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁表題第4章地区別構想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課4−7　関宿北部地区まちづくり構想4−7　関宿北部地区まちづくり構想82〜835）ま’らづくりの方針　関宿北部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。○台町市街地内は道路・公園等の都市基盤の整備とともに、住環境の向ヒを図ります。○河川沿いの農業集落及び県立関宿城博物館を環状に連絡し、かっ、台町市街地とを連絡する生　活道路の整備により利使性の向上を図りま七〇台町東地区の幹線道路沿道については、地区住民の日常購買需要を満たす商業地の形成と図る5）まちづくりの方針　関宿北部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しま℃○台i肺1昂也内は道路・公1京1等の都市基盤の整備とともに、住環境の向トを図ります。○河川沿いの農業集落及び県立関宿城1専物館を環状に連絡し、かつ、台町市往弛とを連絡する生　活道路の整備により利便性の向上を図りまれ○台町東地区の幹線道路沿道については、地区庄民の1−1常購買需要を満たす商業地の形成を図り　ます。○河川沿いに展開する一団の優良農地とその周辺の住宅集落の共生を図ります。内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　とともにインターチ・［ンジの特「巳活かLた1土地の形成を図ります。　　　　　　，○河川沿いに展開する団の優良農地とその周辺の住宅集落の共生を図ります。○台町東十地区山醒≦理串・業の早期完rO関宿落堀に環境用ノkを導入L、落堀の水質改善を進め、生態系の保全を図りま十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、勘u勘口追加・台町東地区の用途変更を行ったため・事業の早期完了が望まれるため・新規事業の位置付けのため次親事務所次親事務所農政課修正：赤追加：青削除：緑一1一第4章一2266都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）表題内容見直し案野田市都市計画マスタープラン素案第4章　地区別構想4−7　関宿北部地区．まちづくり構想関宿北部地区方針図市衡化調整区域将来土地利用を沿道及びエリア1川川lll‘lll幹線道路沿道開発誘導ゾーン　・｝7t　　観光商業整備誘導ゾーン現　　行野田市都市計画マスタープラン第4章　地区別構想4−7　関宿北部地区まちづくり構想旧頁82〜83関宿北部地区方針図凡　例　！、・［：：：：］市民の憩いの唱となる緑地空悶［：：：：］農地等と集落が共存する地域　ts！ぺ’　優良な農地を保全する地域［：：：：］住線境の向上を図る地域［：：：：コゆとりある住宅地を保全する地域医：：コ■地区住民の日常蘭買を満たす商業地「：：：：コ緑豊かで良好なまちなみ景観を形成する地区一広域幹線道路一幹線道路一　；v）11、　調節；也、水路　　　：’；’　　スホーツ拠点　　■　　　小・中学校　　●　　公民9it　　☆　　歴史文化資源一・一・一地区界第4章一23頒修正変更及び追加理由・用途地或等の変更に合せて「丁業と住宅の共存を図る地域」を追加・市街化調整区域内の将来土地利用を誘導する沿道及びエリアを追加担当課都市計画課都市計画課修正　赤追加　青削除　緑67都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行表野田市都市計画マスタープラン素案野m市都市計画マスタープラン旧頁題第4章地鴎11構想第4章地区別構想分類変更及び勘［鯉由担当課4−8　関宿中部地区まちづくり構想4−8　関宿中部地区まちづくり構想84〜851）地区の現況1）地区の現況関宿中部地区は、鎚、屯塩として主要地方道結城嬰r田線、我孫子関宿線、都市剖画萱路次木rL関宿中部地区は、t要地方道結城野田線、我孫了関宿線があり、主要地方道結城野田線に沿っi助1］・事業の甲期完了のため次親事務所・一．一血趣があり、主要地方道結城野出線に沿って宝珠花市街地の街並みが形成されており、その中て宝珠花市街地の街並みが形成されており、その中心部の次木親野井地区は、十地区画整理事業ll夕正心部の次木親野井地区は、．け出区山酷理事業により壊「な住環境が形1元セされミいま’｜1により言晒的な整備を実施Lてい良巾よち，，」児内些礎肥1捲凶鯉〃�d漂旭！」1鰍斑：閑1」il｜除・H23年8月に次木古布内道路建設課利根川沿いに優良農地があり、宝珠花市街地との間は、農家集落と農地が散在しています。庁猷玄理〕ζ晒元：1］‖リ興欲礼！w淑にて1，い工．�gぱ［：1：！：こt．線の整備が完了したため次木親野井地区の東1則と市街地の北側に工業地域があり、関宿北部地区に隣接して上業専用地利杣ll沿いに優良農地があり、宝珠花市街地との問は、農家集落と農地が散在しています。域に指定された「関宿はやま工業団地」が配置されていま尤次木親野井地区の東側と市往け也の北1則に工業地域があり、関宿北部地区に隣接してコ「業専用地域に指定された「関宿はやま工業団地」が配置されています。2）地区の課題2）地区の課題関宿中部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。関宿中部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。○　良好な居庄環境を保全するための・H断1」用の整序農地・緋也等の白然的Ll跡ll用が宅地化○　良好な居住環境を保全するための土地利用の整序、農地・緑地等の自然的十地利用が宅地化されたことによる住宅・上場・倉庫等の混在型の十1断U用の解消されたことによる庄宅・上場・倉庫等の混在型の土地利用の解消○　関宿地域の中心的な商業業務地の形成○　関宿地或の中心的な商業業務地の形成Ω．．迭杢規野丑：七則竺1山整理烹業の．巳旗コ削除・平成28年10月に換地処分、整備が完了したため次親事務所○　住宅の密集化・住工混在化による火災対策、水防施設の整備等水防体制の強化、排水不良地○　住宅の密集化・住丁混在化による火災対策、水防施設の整備等水防体制の強化、排水不良地区の改善を図るための河川改修・排水整備などの防災対策の強化区の改弄を図るための河川改修・排水整備などの防災対策の強化内○河川敷の広域的なオープンスペースの土上酬」用○河川敷の囚或的なオープンスペースの土地利用容3）地区の将菊象3）地区の将来像地区の現況や課題を踏まえ、関宿中部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。地区の現況や課題を踏まえ、関宿巾部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。〜関宿地或の顔づくりと商業・業務等の1〜関宿坦戴の顔づくりと商業・業務等の都市施設が整う人にやさしいまち〜都市施設が整う人にやさしいまち〜4）まちづくりの基本目標4）まちづくりの基本日標関宿llr部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの関宿中部地区例繍象を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの基本目標を以下のとおり設定します。基本目標を以下のとおり設定します。�@関宿地域の顔として、関宿中央ターミナル・関宿支所周辺は、多様な都市機能が�@関宿地域の顔として、関宿中央ターミナル・関宿支回凋辺は、多様な都市機能が集積する地域サービス核の形成として交辿基盤の整備により、多彩な人々を集客集積する地域サービス核の形成として交通基盤の整備により、多彩な人々を集客できる歩行空間をもつまちを口指しますできる歩行空間をもっまちをU指します�A人・情報が出会い、様々な年餅漕によって交歓交流があり、これらによる厚みと�A人・情報が出会い、様々な年齢層によって交歓交流があり、これらによる厚みと深みがある多様性をもつ複合的な生活のできるまちを口指します深みがある多様性をもつ複合的な生活のできるまちを目指します修正：赤追加；青�B公園、河川及び農地等の水とみどりをいかしながら、やすらぎと潤いのあるまち�B公園、河川及び農地等の水とみどりをいかしながら、やすらぎと潤いのあるまち・を口指しますを目指します削除：緑第4章一2468都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）見直し案現　行野出市都市計画マスターブラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁表題第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由担当課4−8　関宿中部地区まちづくり構想4−8　関宿中部地区まちづくり構想86〜875）まちづくりの方針5）まちづくりの方針関宿叩部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示しま七関宿中部地区の基本ト1標を実現するための方針を以ドのとおり示しまず，○既成市街地の線的整備とともに、主要地方道我孫子関宿線の（仮称）東西連絡道路までの延伸○次玉鯉野北↓地1ス〕！胞劉！：墳：1；≒．合む．巳た既成市往池の線的整備とともに、主要地方道我孫了関削除・平成28年10月に換地処次親事務所を構想します、宿線の（仮称）東西連絡道路までの延1巾を構想します，分、整備が完了したため○主要地方道結城野田線、我孫了関宿線の2本を南北方向への骨格幹線とし、（仮称）東西連絡○主要地方道結城野田線我孫了関宿線の2本を南北方向への骨格幹線とし、（仮称）東西連絡道路、都市計画道路次木占布内線の2本を東西方向の伺格幹線としま女この東西、南北の幹道路、都市計画道路次木古イ1∫内線の2本を東西方向の骨格幹線としま丸この東西、南北の幹線を軸として、梯子状の幹線道路網を検討します。線を軸として、梯子状の幹線道路網を検討します。○宝珠花市御也と主要地方道我孫子関宿線との間の幹線道路に囲まれた範囲の二け断ll用につい○宝珠花市街地と主要地方道我孫子関宿線との間の幹線道路に囲まれた範囲の土地利用について、住工混在の解消や都市基盤の整備などを検討します。て、住工混在の解消や都市基盤の整備などを検討します。○関宿IlI部地区・関宿南部地区との連携・連絡をする生活幹線道路を検討しま主○関宿叩部地区・関宿南部地区との連携・連絡をする生活幹線道路を検討しま七○河川沿いの優良農地については、田園風景を醸し出し、居住空間の潤いも演出することから、○河川沿いの優良農地については、田園風景を醸し出し、居住空間の潤いも演出することから、調和した共存型を目指しまポ調和した共存型を目指しま主⊆腓水f浪地区の改善を図るため、雨水幹線、調整池等の整備を賄逃Lます．追加・雨水幹線の阿部沼調整池ド水道課の都市計画決定し、整備を内容予定しているため修正；赤追加：青一　削　除：緑　　　　　　」第4章一2569都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）表題内容見直し案野田市都市計画マスタープラン素案第4章　　±也［窃r月酬4−8　関宿中部地区まちづ．くり構想関宿中部地区方針図　街化調堅区域将来土地利用を沿道及びエリア＿」∨凡　例［：＝：：］市民の憩いの場となる緑地空問［：：：：］農地等と集落か共存する地域E巫僅良な農地を保全する地域［：：：：］住環境の向上を図る地域［：：：：コゆとりある住宅地を保全する地域匿重璽躯1掘の日常購買繍た甜業嶋iii■■1工業を主体とした地域　　　　　　，1巴：：：冨緑豊かて良好なまちなみ景観を形成する地区■■■■■■広域幹線道路1‘川ll川IM幹．線道路沿道開発誘迫ゾーンll‘Ill‘1‘川1■既存工業団地連携誘轡ゾーン　己・’　　　　　非住居系開発誘源ソ．一ン　n“一幹線道路一　補助幹線道路一河川、調節池、水路　　◎　　行政拠点　　o　　　　▲也］或・文fヒ鯨　　■　　小・中学校　　●　　公民館　　o　　福祉施設　　O　　　その他の公共施設　　☆　　　歴史文化資源　t；：：・　　浸水対策地区一・一・一地区界現　　行野田市都市計画マスタープラン第4章　地区別構想4−8　関・宿中部地区まちづくり構想旧頁86〜87凡　例［：：：：：コ市民の憩いの場となる緑地空間［：：：：コ農地等と集落が共存する地域E�o優良な農地を保全する地域［：：：コ住環境の向上を図る地域［：：：：］ゆとりある住宅地を保全する地j或口■地区住民の日常購買を満たす商業地域一工業を主体とした地域‘1：rニ＝．：緑豊かで良好なまちなみ景観を形成す．る地区一広域．幹線道路一幹線道路一　補助幹線道路一河川、調節池、水銘◎o■●OO☆行政腿点地域・文化拠点、小・中学校公民館楕］祉施設その他の公共施設亙史文1願源±地利用検討ゾーン治水対策甫点地区一・一・一　地区界第4章一26頒1彦正変更及び追加理由・市街化調整区域内の将来土地利用を誘導する沿道及びエリアを勘n担当課都市計1画課修正追加削　除赤青緑70都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）．見直し案現　行野田市都市計画マスタープラン素案野田’市都市計画マスタープラン旧頁分類変更及び追加理由担当課表第4章地区別構想第4章地区別構想88〜89題4−9　関宿南部地区のまちづくり構想4−9　関宿南部地区のまちづくり構想1）地区の現況1）地区の現況関宿南部地区は、幹線道路として主要地方道結城野田線、我孫子関宿線、一般県道岩井関宿野関宿南部地区は、幹線道路として主要地方道結城野田線、我孫子関宿線、一般県道岩井関宿野田線があります。野田地域に隣接しているため、これらの主要地方道周辺に民間開発が散在し、田線があります。野田地域に隣接しているため、これらの主要地方道周辺に民間開発が散在し、農家集落と小規模な民間開発地と農地とが混在しています。農家集落と小規模な民間開発地と農地とが混在しています。本地区北側では、関宿中部地区と連担した地区を市街化区域に定めていますc利根川、江戸川本地区北側では、関宿中部地区と連担した地区を市街化区域に定めていま丸利根川、江戸川河岸の一団の優良農地は、農用地区域となっていま七河岸の．一団の優良農地は、農用地区域となっています。2）地区の課題2）地区の課題関宿南部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめます。関宿南部地区の主なまちづくりの課題として、以下のとおりまとめますb○河川沿いの優良農地の保全と隣接する既存集落との調和○河川沿いの優良農地の保全と隣接する既存集落との調和○　民間開発による都市基盤整備を欠いた住宅地の適正な±地利用○　民間開発による都市基盤整備を欠いた住宅地の適正な土地利用○浸水被害解消のための雨水貯留施設・用排水路の整備、排水不良地区の改善を図るための河○浸水被害解消のための雨水貯留施設・用排水路の整備、排水不良地区の改善を図るための河川改修・排水整備や自然災害などに対する防災対策川改修・排水整備や自然災害などに対する防災対策3）地区の将来像3）地区の将来像地区の現況や課題を踏まえ、関宿南部地区のあるべき将来像を次のとおり設定します。地区の現況や課題を踏まえ、関宿南部地区のあるべき将来像を次のとおり設定しま仁〜歴史と自然を活用し、安心して〜歴史と自然を活用し、安心して生活が営める人にやさしいまち〜生活が営める人にやさしいまち〜内容4）まちづくりの基本目標4）まちづくりの基本目標関宿南部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちつくりの関宿南部地区の将来像を実現し、地区の特色をいかしたまちづくりを行うため、まちづくりの基本目標を以下のとおり設定します6基本目標を以下のとおり設定します。�@阿部沼落堀沿いを中心とした治水対策を実施し、だれもが安心して生活できるま�@阿部沼落堀沿いを中心とした治水対策を実施し、だれもが安心して生活できるまちづくりを目指しますちづくりを目指します�A野田市関宿総合公園、向ノ内森林公園、河川及び水田等のみどり豊かな自然や、�A野田市関宿総合公園、向ノ内森林公園、河川及び水田等のみどり豊かな自然や、歴史をもっ社寺を有効に活用し、みどりを重視したまちづくりを目指します歴史をもつ社寺を有効に活用し、みどりを重視したまちづくりを目指します●第4章一2771都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）1見直し案現　　行野田市都市計画マスタープラン素案野田市都市計画マスタープラン旧頁担当課表第4章地区別構想第4章地区別構想分類変更及び追加理由題90〜914−9　関宿南部地区のまちづくり構想4−9　関宿南部地区のまちづくり構想5）まちづくりの方針5）まちづくりの方針関宿南部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します。関宿南部地区の基本目標を実現するための方針を以下のとおり示します二○宝珠花市街地と体系的な道路網の接続を関連付けるとともに、農地、緑地との調和を図り、環○宝珠花市街地と体系的な道路網の接続を関連付けるとともに、農地、緑地との調和を図り、環境基盤の整備として農業的土地利用に整合する特徴的な居住区の形成を図ります。境基盤の整備として農業的土地利用に整合する特徴的な居住区の形成を図ります。○歩行者の安全性が確保され、生活の幹線道路となる主要地方道我孫子関宿線の整備を促進しま○歩行者の安全性が確保され、生活の幹線道路となる主要地方道我孫子関宿線の整備を促進します。七○河川沿いの優良農地については、田園風景を醸し出し、居住空間の潤いも演出することから、O河川沿いの優良農地については、田園風景を醸し出し、居住空間の潤いも演出することから、内容調和した共存型を目指します6調和した共存型を目指します6第4章一2872都市計画マスタープラン見直し検討資料（第4章）表題内容見直し案野田市都市言「画マスタープラン素案第4章　　J也区Y，［J構想、4〜9　関宿南部地区のまちづくり構想関宿南部地区方針図凡　例［：：：コ市民の憩いの場となる緑地空間［：：：：］農地等と集落か共存する地域［≡≡］優良な農地を保全する地域［：：：：コ住環境の向上を図る地域一広域幹線道路一　補助幹線道路一河川、調節池、水路　，1：　　スホー’ツ・レクリエーション拠点　■　　小・中学披　●　　公民館　☆　　歴史文化資源　、’、�h・　　浸水対策地区一ウー°一　埴区界現　　行野田市都市言画マスタープラン第4章地区男嚇想4−9　関宿南部地区のまちづくり構想旧頁90〜91関宿南部地区方針図凡　例［：：＝：コ市民の憩いの場となる緑地空周［：：：：］農地等と集落か共存する地域［≡工S：こ］優良な農地を保全する］也域［：：：コ住職境の向上を図る1也域■■■■■■広域幹線道路一補助幹線道路一河ilk調節池、水路　；：1：　　スホーツ拠点　■　　小・中学校　●　　公民館　☆　　as史文化資源　∵．箒　　治水対策垂点地区一゜一゜−　1也区罫第4章一29分類変更及び追加理由変更なし73担当課

